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感 染 病 伝 搬 モ デ ル の 研 究 

研究背景 研究目的 

伝染病伝搬モデルって何？ 

微分方程式モデル（SIRモデル） 

MAS（マルチエージェントシミュレーション） 

©University of Texas Libraries http://www.lib.utexas.edu/maps/sars.html  

その地域に蔓延する感染病の広がり方を予測する． 

感染病は街の中でどの

ように広がるのか？ 

街の中に病気が入ると・・・ 

©筑波都市整備株式会社: http://www.jdhc.or.jp/area/kanto/17.html 

感染病伝搬モデル 

感染病の蔓延を予測するモデ

ルは微分方程式モデルとMAS

の二つが存在する． 
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感染病 

SARSや鳥インフルエンザのような強い感染力を持つ 

SARSや鳥インフルエンザなど世界的な感染流行が

危惧される感染病が最近急激に出現し人類を脅か

し始めている.そこで,感染病が広がるリスクを押さえ

るため,感染病の流行が発生したときの感染者の増

加傾向や流行規模を予測する感染病伝搬モデルを

作成して,感染病の拡大化を防ぐ準備の必要性があ

る. 

国が感染病蔓延した場合に必要となるワクチンの数や感染者数の指標として使用するためには,

精度の高い(妥当性のある)感染病伝搬モデルの作成が重要になる.そこで実在の都市における感

染の拡大がシミュレーションできるモデル構築を作成することを目的としている. 
 

微分方程式モデルは,人口の増減が,存

在する人口の大きさに直接左右される

という条件から作成された常微分方程

式により,感染者数等を推定する手法で

ある． 

MASは,環境,エージェント

(人間),ルールという3つ

の要素から構成される個

人をベースとしたモデル

であり,人のネットワーク関

係を模擬して,疑似的な

感染伝搬を作成する方

法である． 

SIRモデルの概要 

SIRモデルの微分方程式 

SIRモデルは１９２０年代にケルマックと

マッケンドリックによって考案された伝染病

モデルである． 

このとき，人間の状態は以下のように推移する 
 

これらの条件をもとに微分方程式を作成

する． 

※ｔは時間 
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